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礼拝 Xmas🎄 土曜保育

♦クリスマスをお祝いしよう。

♦大掃除をし
　　　　年末年始を気持ちよく過ごそう。

♦大好きな人への年賀状制作をしよう！

　りすGは、『どうぞのい』』の劇をします。
　様々な物語や童話の読み聞かせを楽しんで
きた中で、繰り返すセリフの多い『どうぞのい
す』を気に入った子どもたち。

　実際にどうぞのいすを
部屋に置いてみると「く
ま役やりたい！」「次はう
さぎがいい！」と出てくる
動物になりきって楽しん
でいました。

　初めは保育者も中に入って劇遊びをしてい
ましたが、少しずつセリフを覚えてくると、子ど
もたち自身で「遠慮なくいただきましょう」と覚
えたセリフを言い合いながら遊び込む姿があり
ました。練習の中で、衣装を着たり帽子を被ると
やる気が出るようで、いつにも増して歌を歌っ
たり声を揃えてセリフを言ったりと頑張ってい
ます！
　今年は大きなホールでの祝会なので、子ども
たちもより緊張すると思います。練習では間違
えても大丈夫。自信を持ってやりきることを大
切にしてきました。子どもたちなりに表現する
姿を温かく見守っていただけると嬉しいです。

　　　　　　　　　　　　　　三浦　京花

　１２月主題　【　よろこびいっぱい・知らせよう　】　

　　「その名はインマヌエルと呼ばれる。」
　　　　　この名は、「神は我々と共におられる」という意味である。
 　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マタイによる福音書１章２３節

ダビデ・サムエルチームだより  
　　　　　　クリスマス祝会特別号 　12/18

　明日は、とても楽しみにしているクリスマス祝会です☆
　カウントダウンをしながら、「あと〇日～」と待ち遠しくし
ていました！
　今週は保育園内でインフルエンザが流行し、登園人数が
少ない日が続きました。今週半ばから登園できる子が増え
てきました。とは言え、欠席の子も多い現状です。そういっ
た中ではありますが、明日はクリスマス祝会を開催いたし
ます。

　今週は特別号とし、各グループの見どころをお伝えしま
す☆
　当日、その見どころにご注目ください♬

りすグループ

うさぎグループ

　今年度のうさぎグループは「ブレーメンの音
楽隊」の劇をします☆
　ブレーメンの劇をすると決まってから、まず
は様々な役を楽しんできました！
　人気だったのは動物役で・・・子どもたちは毎
回のようにじゃんけんで役を決めていました。
　動物役はすぐに決まっても、大事な役のどろ
ぼうチームが決まらない時もありました。劇遊
びを始められずに困っていると・・・、「どろぼう
やるよ～」と率先してやってくれた子もいまし
た！　「だって、どろぼうがいないと劇できない
じゃん～」と子どもたち自身が、役の大切さを
感じ取っていました(*^-^*)

　普段の遊びでは大きな声が聞こえてきます
が、いざ劇遊び(練習)となると、恥ずかしさから
小さな声になる子がほとんどでした。
　しかし、ブレーメンの音楽隊のお話を届ける
ため、そして、「お家の人をビックリさせたい☆」
というを持ち、練習を頑張ってきました！
　
　自分の役が決まってからは、恥ずかしさもあ
りながら、少しずつ大きな声でセリフを言うよ
うになっています！
　子ども同士でセリフを教え合う姿など、頼も
しさも存分に感じられるようになりました♬
　動物同士のかけあい、元気がいいどろぼうチ
ームのなりきる姿にご注目ください！

　そして何より、歌が好きな子どもたちで、劇中
歌もあっという間に覚えています☆
　また、劇の最後に歌う歌は、クリスマスの讃美
歌です！　歌いながら自然と肩が揺れる姿にも
ご注目ください☆

　今年は５年ぶりに、菊陽図書館ホールでのク
リスマス祝会です。
　当日をとても楽しみにしている子どもたち
で、「絶対にビックリさせる☆」と待ち遠しくして
いました(*^-^*)
　残念ながら、体調を崩し全員で参加すること
は叶いませんが、子どもたちの姿を温かく見守
っていただければです！

　　　　　　　　　　　　　　田口　裕貴
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きりんグループ

　いよいよ明日が待ちに待ったクリスマス礼

拝・祝会の本番の日になりました。

 １２月に入り、じわじわとインフルエンザの波

が押しよせており、どうか本番までみんなが無

事でありますようにと祈っていました。

　インフルエンザや熱発して休む子もいました

が、こうして本番を迎えることができ、子どもた

ちみんなに感謝です。

　きりんGの劇「イエスさまのおたんじょう」

（聖誕劇）は、こひつじ保育園の伝統として受け

継がれているものです。そのため昨年度のきり

んGの聖誕劇で憧れを抱いた子も多く、ようや

く巡ってきた自分たちの番ということで喜んで

いました。なかには初めて目にする、耳にする

子もいましたが、何度も絵本を見たり、話しを聞

くことで、2000年も前にあったイエスさまの

誕生というお話に愛着を持つようになってきま

した。

　とは言うものの、いざ劇になると、人前での

台詞や歌が恥ずかしく…緊張から声が小さくな

っていました。しかし、昨年度のきりんＧの聖誕

劇をスクリーンで観る機会を持ったり、様々な

保育者から励ましを受け、少しずつ緊張を頑張

る力に変えていきました。

　台詞には聞きなれない言葉、長い台詞もあり

ますが、覚えるまで何度も何度も繰り返し練習

し、「先生、聞いてて」「お家でも何度も台詞言っ

てるよ」「聞いてもらったよ」と言って、頑張って

覚えていました。

　ＣＤプレーヤーで劇中歌を自分でかけて歌っ

たり、台本を見て子ども同士で練習する姿もあ

りました。だんだん自信がつき、台詞を言う声も

大きくなってきました。

　この劇には、子どもたちの素晴らしい成長が

詰まっています。そして、私自身、子どもたちか

らたくさんのことを学ばせてもらいました。

　本当にありがとう!！

　こうして、保育園最後のきりんＧでクリスマ

ス礼拝・祝会を行えること、とても楽しみです。

保護者の方々も、様々な思いがあると思いま

す。子どもたちの姿をじっくりとご覧ください。

終わったらぎゅっと抱きしめて、たくさん褒め、

その成長を一緒に喜んでください。

　　　　　　　　　　　　　　農望田　美佳

＊明日は劇の衣装を着用して来てくだ

さい。菊陽図書館ホール入口にてお待

　ちしています☆

＊ジャンバーは、保護者の方でお預か

　りをお願いします。

＊現地集合、現地解散ですので、お間

　違えないように☆


